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民衆の
声

ボイ
ス

総
合
的
な
震
災
対
策
推
進
の
た
め
の
補
正
予
算
等
を
審
査

総
合
的
な
震
災
対
策
推
進
の
た
め
の
補
正
予
算
等
を
審
査

■
横
浜
市
内
各
地
に
も
被
害

　
3
月
11
日
に
発
生
し
た
大
地
震
は
、横
浜
市
内
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。建
築
物
へ

の
被
害
や
道
路
等
の
液
状
化
現
象
、
帰
宅
困
難
者
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。各
区
選
出
の
公

明
党
議
員
は
い
ち
早
く
現
場
へ
向
か
い
現
地
調
査
。全
力
で
対
応
に
走
り
ま
し
た
。

　
仁
田
ま
さ
と
し
市
議
は
、
過
日
、
福
島
第

一
原
発
か
ら
20
、30
キ
ロ
圏
内
に
一
部
が
入

る
南
相
馬
市
の
被

災
状
況
を
調
査
し

ま
し
た
。「
県
境
を

越
え
福
島
県
に
入

る
と
、
被
災
現
場
だ

と
ま
ざ
ま
ざ
と
実

感
」し
、「
原
発
被
害
へ
の
注
目
度
が
高

い
一
方
で
、
地
震
、
津
波
、
風
評
被
害
な

ど
幾
重
に

も
苦
難
に

見
舞
わ
れ

て
い
る｣

と
そ
の
状

況
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　　
さ
ら
に
公
明
党
横
浜
市
会
議

員
団
は
、
5
月
14 
日
・
15 
日
の
両

日
で
、
福
島
県
相
馬
市
、
宮
城
県

名
取
市
・
仙
台
市
の
被
災
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
大
地
震
に
よ
る
沿
岸
部
の
津
波
被
害
や
内
陸
部
造
成

地
の
液
状
化
被
害
と
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
被
害
に
注
目
し
状
況

把
握
に
努
め
ま
し
た
。

■
市
長
へ
3
度
に

　
わ
た
り
要
望

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団

は
、
林
文
子
市
長
に
対
し
て
震

災
発
生
直
後
よ
り
、
3
度
に
わ

た
り「
東
日
本
大
地
震
」に
関
す

る
緊
急
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
被
災
地
へ
の
迅
速
な
支

援
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
情

報
の
一
元
化
、
液
状
化
で
破

損
し
た
道
路
等
の
修
理
、
放

射
線
量
等
の
適
切
な
測
定
・

公
表
な
ど
の
早
期
実
施
を
求

め
ま
し
た
。

市
内
の
放
射
線
量
測
定
・
公
表
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
す

　
横
浜
市
で
は
大
気
中
の
放
射
線
に
つ
い
て
、
環
境

科
学
研
究
所
で
の
「
連
続
モ
ニ
タ
に
よ
る
環
境
γ
線

測
定
方
法
」に
準
じ
た
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
市
立
小
・
中
学
校
や
給
食
食
材
な
ど
、表
1

に
示
す
内
容
に
つ
い
て
測
定
が
始
ま
り
ま
す
。

■ 

津
波
対
策
な
ど「
横
浜
市
防
災
計
画
」の
見
直
し
を

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
、
東
北
地
方
の
被

災
現
場
で
の
視
察
を
通
し
て
、
津
波
対
策
の
見
直

し
は
喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
主
張
。

　
市
長
は
、
学
識
経
験
者
等
の
意
見
を
踏
ま

え
、避
難
対
象
区
域
や
情
報
伝
達
方
法
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、避
難
場
所
の
選
定
等

を
行
う
と
明
言
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
女
性
の
声
を

十
分
反
映
し
た
避
難
所
運
営
の
あ
り
方
を
見

直
す
べ
き
と
提
言
。

　
市
長
は
、大
変
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

■ 

放
射
線
に
よ
る
不
安
へ
の
対
応
を

　
補
正
予
算
で
増
設
を
予
定
し
て
い
る
測
定

機
器
に
よ
る
大
気
の
放
射
線
量
や
、
水
道
水
、

野
菜
等
の
放
射
性
物
質

の
検
査
デ
ー
タ
の
公
表

に
つ
い
て
、
正
確
な
デ

ー
タ
を
市
民
に
分
か
り

や
す
く
迅
速
に
公
表
す

る
よ
う
要
請
。

　
市
長
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
人
体
へ
の
影
響

を
解
説
す
る
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を

行
う
と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、川
崎
市
や
横
須
賀
市
に
あ
る
原
子
力

施
設
で
の
万
が
一
の
事
態
に
備
え
た
対
応
の

見
直
し
を
行
う
べ
き
と
指
摘
。

　
市
長
は
、万
一
に
備
え
た
広
域
的
避
難
の
検

討
や
迅
速
な
情
報
提
供
の
た
め
の
法
改
正
に

つ
い
て
国
へ
の
要
望
を
行
う
と
応
じ
ま
し
た
。

■ 

震
災
の
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
の
経
営
支
援

　
公
明
党
の
要
望
等
で
開
始
し
た
低
利
で
保
証

料
全
額
助
成
の「
震
災
対
策
特
別
資
金（
5
年
型
）」

が
好
評
だ
が
、さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
と
主
張
。

　
市
長
は
融
資
期
間
が
長
く
低
利
の「
震
災
対

策
特
別
資
金（
10 
年
型
）」を
創
設
す
る
と
と
も

に
、
中
小
製
造
業
技
術
実
態
調
査
の
追
跡
調

査
、
景
況
・
経
営
動
向
調
査
な
ど
を
実
施
し
、

多
く
の
企
業
の
実
態

を
把
握
し
な
が
ら
切

れ
目
の
無
い
対
策
を

講
じ
て
い
く
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
の
健

康
管
理
、
補
正
予
算
で
予
定
し
て
い
る
民
間
建

築
物
耐
震
化
補
助
金
の
実
効
性
、
道
路
や
港
湾

等
イ
ン
フ
ラ
全
体
で
の
液
状
化
対
策
、
国
内
外

か
ら
の
集
客
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
市
長
の
見

解
を
求
め
ま
し
た
。

　　議会改革を推進するため、議会基本条例の

制定に向けて調査・検討するための委員会

が横浜市会に設置されました。

　　2 月の本会議において公明党から提案し、

その後自民党・民主党とともに条例制定を目

指す声明を発表。5月31日の本会議で委員会

の設置が決定しました。議員と首長がともに市

民から選挙で選出される二元代表制のもとで

は、議会と行政が切磋琢磨する関係が必要で

す。そのための議会へと改革してまいります。

市庁舎１階に集まった帰宅困難者

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
液
状
化
被
害
調
査

核種分析測定装置

　
5
月
31 
日
に
閉
会
し
た
平
成
23
年
第
2
回
市
会
定
例
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
横
浜
市
が
策
定
し
た「
総
合
的
な
震

災
対
策
」
を
実
行
す
る
た
め
の
約
64
億
円
の
補
正
予
算
案
や
、「
敬
老
特
別
乗
車
証
条
例
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。こ
こ
で
は
震
災
対
策
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

相
馬
市
・
名
取
市
・
仙
台
市

の
被
災
状
況
を
調
査

横浜市会基本条例の制定に
関する調査特別委員会を設置議会改

革を

    推進
！

表面汚染を測定する
GMサーベイメーター
     （放射線測定器）

南区版

公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所長

横浜市会議員

地震・津波・原発、そして風評被害地震・津波・原発、そして風評被害

福島県南相馬市の被災状況を調査福島県南相馬市の被災状況を調査福島県南相馬市の被災状況を調査

仙台市内での造成地被害視察

津波被害を受けた農業用地と車両等

測定場所及び測定対象

市立小学校、
市立中学校

小学校：地表50ｃｍ
中学校：地表1ｍ
の空間γ(ｶﾞﾝﾏ) 線量

地表50ｃｍの空間
γ(ｶﾞﾝﾏ) 線量

地表50ｃｍの空間
γ(ｶﾞﾝﾏ) 線量

食品の放射能濃度

食品の放射能濃度

海水の放射能濃度 7月から本市で実施

実施に向けて調整中土壌等の放射能濃度

地表50ｃｍ及び
1ｍの空間γ(ｶﾞﾝﾏ)
線量

初回：6月13日(月)

6月中旬以降、
順次実施

6月中旬以降、

6月中旬以降

・市内産農産物等
　 7月上旬
・流通食品8月上旬

6月13日(月)から
3か月間（毎日）

測定内容 測定開始時期（初回測定日）

表1. 新たに開始する測定対象

①

海の公園
海水浴場沖中央

⑦

土壌・下水汚泥・
河川水・海水等

⑧

都筑区役所、
南部公園緑地事務所、
環境科学研究所
（各敷地内）

④

認可保育所②

小学校給食食材⑤

市内産農産物等
及び
市場の流通食品

⑥

公園③
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公
明
党
の
主
張
を
反
映

公
明
党
の
主
張
を
反
映

公
明
党
の
主
張
を
反
映

 

保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
へ
　
保
育
所
の
新
設
や
改
築
、
家
庭
的

保
育
の
拡
充
等
で
、
2
5
1
0
人
の
定
員
増
を
図
り
ま
す
。各
区
役

所
の
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
に
新
た
に
配
置
さ
れ
る「
保
育
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」は
公
明
党
の
提
案
で
す
。

 

児
童
支
援
専
任
教
諭
の
全
校
配
置
　
小
学
校
で
の
い
じ
め
や
不
登

校
、
学
級
崩
壊
や
暴
力
行
為
な
ど
の
未
然
防
止
の
た
め
、
児
童
指
導

の
専
門
性
を
も
っ
た
教
諭
を
、平
成
26
年
度
ま
で
に
全
市
立
小
学
校

に
配
置
し
ま
す
。全
国
初
の
取
組
で
、
発
達
上
の
障
が
い
を
抱
え
る

児
童
へ
の
支
援
が
充
実
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
　
平
成
18 
年
度
か
ら
の
5
年
間
で

約
4
千
4
百
床
を
増
設
し
累
計
１
万
3
千
2
百
7
床
と
な
り
ま
し

た
が
、平
成
23
年
度
以
降
も
、緊
急
性
の
高
い
方
か
ら「
概
ね
１
年
以

内
で
入
所
で
き
る
」
水
準
を
実
現
す
る
た
め
引
き
続
き
整
備
し
ま

す
。23
年
度
の
新
規
着
工
は
4
0
0
床
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

若
者
へ
の
就
労
支
援
　
即
戦
力
が

求
め
ら
れ
る
傾
向
が
強
ま
る
中
、横

浜
市
独
自
の
無
料
職
業
紹
介
事
業

や
合
同
就
職
面
接
会
、職
業
訓
練
等

の
拡
充
を
図
る
予
算
を
確
保
し
ま

し
た
。

 

美
し
い
横
浜
港
　
公
明
党
は
、
横

浜
港
を
世
界
5
大
美
港
に
続
く
世

界
に
冠
た
る
美
し
い
港
に
、と
主
張

し
て
き
ま
し
た
。
23
年
度
予
算
で

は
、市
民
と
の
協
働
に
よ
り
海
域
浄

化
の
具
体
的
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

平成23年度予算要望を林文子市長に行う
公明党市議団代表（H22.10.28）

敬老特別乗車証 　　　　　　　　　　制度は存続敬老特別乗車証 　　　　　　　　　　制度は存続敬老パス敬老パス

　
敬
老
パ
ス
は
、
70
歳
以
上
で
利
用
を
希
望

さ
れ
る
市
民
に
交
付
さ
れ
ま
す
。公
明
党
は
、

健
康
な
長
寿
社
会
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て

存
続
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　
事
業
費
は
、
平
成
23
年
度
で
1
0
3
億
円

で
す
。そ
の
う
ち
88
億
円
を
市
税
で
負
担
し

て
い
ま
す
。8
年
間
で
市
税
負
担
が
17 
億
円

増
え
ま
し
た
。今
の
制
度
の
ま
ま
で
は
、
対
象

者
が
増
え
て
い
く
と
、
7
年
後
に
は
市
税
負

担
が
さ
ら
に
24
億
円
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。（
表
１
）

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
、
制
度
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
を
林
市
長
に
直
接
強
く
要
請

す
る
と
と
も
に
、
制
度
を
見
直
す
に
際
し
て

市
民
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
を
主
張
し
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
横
浜
市
は
、
昨
年
秋
に
市
民
3
万

人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。そ
の
結
果
、「
市
税
負

担
を
減
ら
す
・
増
や
さ
な
い
」
と
い
う
意
見
が

75
％
を
占
め
、「
利
用
者
負
担
を
小
さ
い
と
思

う
」と
い
う
意
見
が
44
％
を
占
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
定
は
交
通
事
業
者
の
理
解
を
得

て
、
団
塊
の
世
代
が
70
歳
を
迎
え
る
ま
で
の

6
年
間
、
市
税
負
担
を
88
億
5
千
万
円
に
固

定
し
た
上
で
、
利
用
者
負
担
を
平
均
で
1
・

1
倍
に
抑
え
る
も
の
で
す
。ま
た
、
生
活
保
護

受
給
者
に
つ
い
て
は
、
交
通
費
が
生
活
扶
助
費

に
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
市
民
税

非
課
税
者
と
同
額

と
さ
れ
ま
し
た
。

（
表
2
）

　
公
明
党
横
浜
市

会
議
員
団
と
し
て

今
回
の
改
定
は
、

市
民
の
意
見
を

反
映
し
た
も
の
と

判
断
い
た
し
ま
し

た
。

《平成23年10月実施》（表2）

所得段階区分

身体障害者等
老齢年金受給者
（世帯非課税）

無料

3,200円

4,000円

7,000円

8,000円

9,000円

10,000円

20,500円

市民税非課税者
（生活保護受給者を
含む世帯非課税者）

市民税課税者
合計所得金額
150万円未満

市民税課税者
合計所得金額
700万円以上

市民税課税者
合計所得金額
150万円以上
250万円未満

市民税課税者
合計所得金額
250万円以上
500万円未満

市民税課税者
合計所得金額
500万円以上
700万円未満

市民税非課税者
（上記を除く）

利用者負担額（年額）

安全・安心の横浜安全・安心の横浜 公明市会15 人のスクラム公明市会15 人のスクラム

人
に
や
さ
し
く
、環
境
に
優
し
い

横
浜
の
実
現
に
全
力
！

人
に
や
さ
し
く
、環
境
に
優
し
い

横
浜
の
実
現
に
全
力
！

行田 朝仁青葉区
ぎょう  た      とも   ひと

皆
様
の
声
を
形
に
！

斉藤真二都筑区
さい  とう   しん    じ

安
心
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

望月 康弘港北区
もち   づき     やす  ひろ

誠
実
に
。一
生
懸
命
に
。

竹内 康洋神奈川区
たけ   うち     やす  ひろ

人
の
繋
が
り
を
形
に！

斉藤 伸一保土ヶ谷区
さい   とう     しん  いち

日
々
誠
実
に
働
き
ま
す
。

尾崎　 太鶴見区
お　 ざき        　ふとし

初
心
忘
れ
ず
、地
域
貢
献
。

高橋 正治緑区
たか   はし     まさ  はる

ほ
っ
と
け
な
い
！

が
信
条
。

和田 卓生旭区
わ　  だ　　 たく    お

市
民
目
線
で
働
き
ま
す
。

加納 重雄瀬谷区
か    のう    しげ    お

市
民
目
線
の
政
治
を
！

源波 正保泉区
げん  なみ     まさ  やす

感
謝
の
思
い
で
挑
戦
！

仁田 昌寿南区
にっ   た       まさ  とし

動
き
、創
り
、変
え
ま
す
。

福島 直子中区
ふく  しま     なお    こ

女
性
の
声
を
た
い
せ
つ
に
。

加藤 広人磯子区
か    とう      ひろ   と

い
つ
も
真
剣
、全
力
投
球
。

安西 英俊港南区
あん  ざい     ひで   とし

一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
。

中島 光徳戸塚区
なか  じま     みつ   のり

現
場
主
義
で
頑
張
り
ま
す
！

〔健康福祉局高齢健康福祉課〕

Tel.045-671-3920敬老パスに関するお問い合わせは敬老パスに関するお問い合わせは

健
康
長
寿
社
会
に

          

不
可
欠
な
制
度

健
康
長
寿
社
会
に
は

          

不
可
欠
な
制
度

敬
老
パ
ス
事
業
の
し
く
み
と
課
題

敬
老
パ
ス
事
業
の
し
く
み
と
課
題

制
度
は
存
続
　

     

利
用
者
負
担
増
は
最
小
に

制
度
は
存
続
　

     

利
用
者
負
担
増
は
最
小
に

改
定
に
市
民
の
意
見
を
反
映

改
定
に
市
民
の
意
見
を
反
映

利
用
者
負
担
増
を
最
小
に

利
用
者
負
担
増
を
最
小
に

（表1／単位：百万円）※今の制度のままとした場合の予測値

対象者数 36.0万人 54.3万人 70.2万人

26.8万人 33.6万人 42.8万人

8,037 10,339 13,101

7,102 8,850 11,201

平成15年度 平成23年度 平成30年度

交付者数

事業費合計

市費負担額

〔
平
成
23
年
度
予
算
か
ら
〕

団
長

幹
事
長

副
幹
事
長

政
務
調
査
会
長

政
務
調
査
会
事
務
局
長

※
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公
明
党
の
主
張
を
反
映

公
明
党
の
主
張
を
反
映

公
明
党
の
主
張
を
反
映

 

保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
へ
　
保
育
所
の
新
設
や
改
築
、
家
庭
的

保
育
の
拡
充
等
で
、
2
5
1
0
人
の
定
員
増
を
図
り
ま
す
。各
区
役

所
の
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
に
新
た
に
配
置
さ
れ
る「
保
育
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」は
公
明
党
の
提
案
で
す
。

 

児
童
支
援
専
任
教
諭
の
全
校
配
置
　
小
学
校
で
の
い
じ
め
や
不
登

校
、
学
級
崩
壊
や
暴
力
行
為
な
ど
の
未
然
防
止
の
た
め
、
児
童
指
導

の
専
門
性
を
も
っ
た
教
諭
を
、平
成
26
年
度
ま
で
に
全
市
立
小
学
校

に
配
置
し
ま
す
。全
国
初
の
取
組
で
、
発
達
上
の
障
が
い
を
抱
え
る

児
童
へ
の
支
援
が
充
実
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
　
平
成
18 
年
度
か
ら
の
5
年
間
で

約
4
千
4
百
床
を
増
設
し
累
計
１
万
3
千
2
百
7
床
と
な
り
ま
し

た
が
、平
成
23
年
度
以
降
も
、緊
急
性
の
高
い
方
か
ら「
概
ね
１
年
以

内
で
入
所
で
き
る
」
水
準
を
実
現
す
る
た
め
引
き
続
き
整
備
し
ま

す
。23
年
度
の
新
規
着
工
は
4
0
0
床
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

若
者
へ
の
就
労
支
援
　
即
戦
力
が

求
め
ら
れ
る
傾
向
が
強
ま
る
中
、横

浜
市
独
自
の
無
料
職
業
紹
介
事
業

や
合
同
就
職
面
接
会
、職
業
訓
練
等

の
拡
充
を
図
る
予
算
を
確
保
し
ま

し
た
。

 

美
し
い
横
浜
港
　
公
明
党
は
、
横

浜
港
を
世
界
5
大
美
港
に
続
く
世

界
に
冠
た
る
美
し
い
港
に
、と
主
張

し
て
き
ま
し
た
。
23
年
度
予
算
で

は
、市
民
と
の
協
働
に
よ
り
海
域
浄

化
の
具
体
的
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

平成23年度予算要望を林文子市長に行う
公明党市議団代表（H22.10.28）

敬老特別乗車証 　　　　　　　　　　制度は存続敬老特別乗車証 　　　　　　　　　　制度は存続敬老パス敬老パス

　
敬
老
パ
ス
は
、
70
歳
以
上
で
利
用
を
希
望

さ
れ
る
市
民
に
交
付
さ
れ
ま
す
。公
明
党
は
、

健
康
な
長
寿
社
会
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て

存
続
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　
事
業
費
は
、
平
成
23
年
度
で
1
0
3
億
円

で
す
。そ
の
う
ち
88
億
円
を
市
税
で
負
担
し

て
い
ま
す
。8
年
間
で
市
税
負
担
が
17 
億
円

増
え
ま
し
た
。今
の
制
度
の
ま
ま
で
は
、
対
象

者
が
増
え
て
い
く
と
、
7
年
後
に
は
市
税
負

担
が
さ
ら
に
24
億
円
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。（
表
１
）

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
、
制
度
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
を
林
市
長
に
直
接
強
く
要
請

す
る
と
と
も
に
、
制
度
を
見
直
す
に
際
し
て

市
民
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
を
主
張
し
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
横
浜
市
は
、
昨
年
秋
に
市
民
3
万

人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。そ
の
結
果
、「
市
税
負

担
を
減
ら
す
・
増
や
さ
な
い
」
と
い
う
意
見
が

75
％
を
占
め
、「
利
用
者
負
担
を
小
さ
い
と
思

う
」と
い
う
意
見
が
44
％
を
占
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
定
は
交
通
事
業
者
の
理
解
を
得

て
、
団
塊
の
世
代
が
70
歳
を
迎
え
る
ま
で
の

6
年
間
、
市
税
負
担
を
88
億
5
千
万
円
に
固

定
し
た
上
で
、
利
用
者
負
担
を
平
均
で
1
・

1
倍
に
抑
え
る
も
の
で
す
。ま
た
、
生
活
保
護

受
給
者
に
つ
い
て
は
、
交
通
費
が
生
活
扶
助
費

に
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
市
民
税

非
課
税
者
と
同
額

と
さ
れ
ま
し
た
。

（
表
2
）

　
公
明
党
横
浜
市

会
議
員
団
と
し
て

今
回
の
改
定
は
、

市
民
の
意
見
を

反
映
し
た
も
の
と

判
断
い
た
し
ま
し

た
。

《平成23年10月実施》（表2）

所得段階区分

身体障害者等
老齢年金受給者
（世帯非課税）

無料

3,200円

4,000円

7,000円

8,000円

9,000円

10,000円

20,500円

市民税非課税者
（生活保護受給者を
含む世帯非課税者）

市民税課税者
合計所得金額
150万円未満

市民税課税者
合計所得金額
700万円以上

市民税課税者
合計所得金額
150万円以上
250万円未満

市民税課税者
合計所得金額
250万円以上
500万円未満

市民税課税者
合計所得金額
500万円以上
700万円未満

市民税非課税者
（上記を除く）

利用者負担額（年額）

安全・安心の横浜安全・安心の横浜 公明市会15 人のスクラム公明市会15 人のスクラム

人
に
や
さ
し
く
、環
境
に
優
し
い

横
浜
の
実
現
に
全
力
！

人
に
や
さ
し
く
、環
境
に
優
し
い

横
浜
の
実
現
に
全
力
！

行田 朝仁青葉区
ぎょう  た      とも   ひと

皆
様
の
声
を
形
に
！

斉藤真二都筑区
さい  とう   しん    じ

安
心
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

望月 康弘港北区
もち   づき     やす  ひろ

誠
実
に
。一
生
懸
命
に
。

竹内 康洋神奈川区
たけ   うち     やす  ひろ

人
の
繋
が
り
を
形
に！

斉藤 伸一保土ヶ谷区
さい   とう     しん  いち

日
々
誠
実
に
働
き
ま
す
。

尾崎　 太鶴見区
お　 ざき        　ふとし

初
心
忘
れ
ず
、地
域
貢
献
。

高橋 正治緑区
たか   はし     まさ  はる

ほ
っ
と
け
な
い
！

が
信
条
。

和田 卓生旭区
わ　  だ　　 たく    お

市
民
目
線
で
働
き
ま
す
。

加納 重雄瀬谷区
か    のう    しげ    お

市
民
目
線
の
政
治
を
！

源波 正保泉区
げん  なみ     まさ  やす

感
謝
の
思
い
で
挑
戦
！

仁田 昌寿南区
にっ   た       まさ  とし

動
き
、創
り
、変
え
ま
す
。

福島 直子中区
ふく  しま     なお    こ

女
性
の
声
を
た
い
せ
つ
に
。

加藤 広人磯子区
か    とう      ひろ   と

い
つ
も
真
剣
、全
力
投
球
。

安西 英俊港南区
あん  ざい     ひで   とし

一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
。

中島 光徳戸塚区
なか  じま     みつ   のり

現
場
主
義
で
頑
張
り
ま
す
！

〔健康福祉局高齢健康福祉課〕

Tel.045-671-3920敬老パスに関するお問い合わせは敬老パスに関するお問い合わせは

健
康
長
寿
社
会
に

          

不
可
欠
な
制
度

健
康
長
寿
社
会
に
は

          

不
可
欠
な
制
度

敬
老
パ
ス
事
業
の
し
く
み
と
課
題

敬
老
パ
ス
事
業
の
し
く
み
と
課
題

制
度
は
存
続
　

     

利
用
者
負
担
増
は
最
小
に

制
度
は
存
続
　

     

利
用
者
負
担
増
は
最
小
に

改
定
に
市
民
の
意
見
を
反
映

改
定
に
市
民
の
意
見
を
反
映

利
用
者
負
担
増
を
最
小
に

利
用
者
負
担
増
を
最
小
に

（表1／単位：百万円）※今の制度のままとした場合の予測値

対象者数 36.0万人 54.3万人 70.2万人

26.8万人 33.6万人 42.8万人

8,037 10,339 13,101

7,102 8,850 11,201

平成15年度 平成23年度 平成30年度

交付者数

事業費合計

市費負担額

〔
平
成
23
年
度
予
算
か
ら
〕

団
長

幹
事
長

副
幹
事
長

政
務
調
査
会
長

政
務
調
査
会
事
務
局
長

※
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第55号

民衆の
声

ボイ
ス

総
合
的
な
震
災
対
策
推
進
の
た
め
の
補
正
予
算
等
を
審
査

総
合
的
な
震
災
対
策
推
進
の
た
め
の
補
正
予
算
等
を
審
査

■
横
浜
市
内
各
地
に
も
被
害

　
3
月
11
日
に
発
生
し
た
大
地
震
は
、横
浜
市
内
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。建
築
物
へ

の
被
害
や
道
路
等
の
液
状
化
現
象
、
帰
宅
困
難
者
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。各
区
選
出
の
公

明
党
議
員
は
い
ち
早
く
現
場
へ
向
か
い
現
地
調
査
。全
力
で
対
応
に
走
り
ま
し
た
。

　
仁
田
ま
さ
と
し
市
議
は
、
過
日
、
福
島
第

一
原
発
か
ら
20
、30
キ
ロ
圏
内
に
一
部
が
入

る
南
相
馬
市
の
被

災
状
況
を
調
査
し

ま
し
た
。「
県
境
を

越
え
福
島
県
に
入

る
と
、
被
災
現
場
だ

と
ま
ざ
ま
ざ
と
実

感
」し
、「
原
発
被
害
へ
の
注
目
度
が
高

い
一
方
で
、
地
震
、
津
波
、
風
評
被
害
な

ど
幾
重
に

も
苦
難
に

見
舞
わ
れ

て
い
る｣

と
そ
の
状

況
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　　
さ
ら
に
公
明
党
横
浜
市
会
議

員
団
は
、
5
月
14 
日
・
15 
日
の
両

日
で
、
福
島
県
相
馬
市
、
宮
城
県

名
取
市
・
仙
台
市
の
被
災
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
大
地
震
に
よ
る
沿
岸
部
の
津
波
被
害
や
内
陸
部
造
成

地
の
液
状
化
被
害
と
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
被
害
に
注
目
し
状
況

把
握
に
努
め
ま
し
た
。

■
市
長
へ
3
度
に

　
わ
た
り
要
望

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団

は
、
林
文
子
市
長
に
対
し
て
震

災
発
生
直
後
よ
り
、
3
度
に
わ

た
り「
東
日
本
大
地
震
」に
関
す

る
緊
急
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
被
災
地
へ
の
迅
速
な
支

援
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
情

報
の
一
元
化
、
液
状
化
で
破

損
し
た
道
路
等
の
修
理
、
放

射
線
量
等
の
適
切
な
測
定
・

公
表
な
ど
の
早
期
実
施
を
求

め
ま
し
た
。

市
内
の
放
射
線
量
測
定
・
公
表
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
す

　
横
浜
市
で
は
大
気
中
の
放
射
線
に
つ
い
て
、
環
境

科
学
研
究
所
で
の
「
連
続
モ
ニ
タ
に
よ
る
環
境
γ
線

測
定
方
法
」に
準
じ
た
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
市
立
小
・
中
学
校
や
給
食
食
材
な
ど
、表
1

に
示
す
内
容
に
つ
い
て
測
定
が
始
ま
り
ま
す
。

■ 

津
波
対
策
な
ど「
横
浜
市
防
災
計
画
」の
見
直
し
を

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
、
東
北
地
方
の
被

災
現
場
で
の
視
察
を
通
し
て
、
津
波
対
策
の
見
直

し
は
喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
主
張
。

　
市
長
は
、
学
識
経
験
者
等
の
意
見
を
踏
ま

え
、避
難
対
象
区
域
や
情
報
伝
達
方
法
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、避
難
場
所
の
選
定
等

を
行
う
と
明
言
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
女
性
の
声
を

十
分
反
映
し
た
避
難
所
運
営
の
あ
り
方
を
見

直
す
べ
き
と
提
言
。

　
市
長
は
、大
変
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

■ 

放
射
線
に
よ
る
不
安
へ
の
対
応
を

　
補
正
予
算
で
増
設
を
予
定
し
て
い
る
測
定

機
器
に
よ
る
大
気
の
放
射
線
量
や
、
水
道
水
、

野
菜
等
の
放
射
性
物
質

の
検
査
デ
ー
タ
の
公
表

に
つ
い
て
、
正
確
な
デ

ー
タ
を
市
民
に
分
か
り

や
す
く
迅
速
に
公
表
す

る
よ
う
要
請
。

　
市
長
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
人
体
へ
の
影
響

を
解
説
す
る
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を

行
う
と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、川
崎
市
や
横
須
賀
市
に
あ
る
原
子
力

施
設
で
の
万
が
一
の
事
態
に
備
え
た
対
応
の

見
直
し
を
行
う
べ
き
と
指
摘
。

　
市
長
は
、万
一
に
備
え
た
広
域
的
避
難
の
検

討
や
迅
速
な
情
報
提
供
の
た
め
の
法
改
正
に

つ
い
て
国
へ
の
要
望
を
行
う
と
応
じ
ま
し
た
。

■ 

震
災
の
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
の
経
営
支
援

　
公
明
党
の
要
望
等
で
開
始
し
た
低
利
で
保
証

料
全
額
助
成
の「
震
災
対
策
特
別
資
金（
5
年
型
）」

が
好
評
だ
が
、さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
と
主
張
。

　
市
長
は
融
資
期
間
が
長
く
低
利
の「
震
災
対

策
特
別
資
金（
10 
年
型
）」を
創
設
す
る
と
と
も

に
、
中
小
製
造
業
技
術
実
態
調
査
の
追
跡
調

査
、
景
況
・
経
営
動
向
調
査
な
ど
を
実
施
し
、

多
く
の
企
業
の
実
態

を
把
握
し
な
が
ら
切

れ
目
の
無
い
対
策
を

講
じ
て
い
く
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
の
健

康
管
理
、
補
正
予
算
で
予
定
し
て
い
る
民
間
建

築
物
耐
震
化
補
助
金
の
実
効
性
、
道
路
や
港
湾

等
イ
ン
フ
ラ
全
体
で
の
液
状
化
対
策
、
国
内
外

か
ら
の
集
客
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
市
長
の
見

解
を
求
め
ま
し
た
。

　　議会改革を推進するため、議会基本条例の

制定に向けて調査・検討するための委員会

が横浜市会に設置されました。

　　2 月の本会議において公明党から提案し、

その後自民党・民主党とともに条例制定を目

指す声明を発表。5月31日の本会議で委員会

の設置が決定しました。議員と首長がともに市

民から選挙で選出される二元代表制のもとで

は、議会と行政が切磋琢磨する関係が必要で

す。そのための議会へと改革してまいります。

市庁舎１階に集まった帰宅困難者

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
液
状
化
被
害
調
査

核種分析測定装置

　
5
月
31 
日
に
閉
会
し
た
平
成
23
年
第
2
回
市
会
定
例
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
横
浜
市
が
策
定
し
た「
総
合
的
な
震

災
対
策
」
を
実
行
す
る
た
め
の
約
64
億
円
の
補
正
予
算
案
や
、「
敬
老
特
別
乗
車
証
条
例
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。こ
こ
で
は
震
災
対
策
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

相
馬
市
・
名
取
市
・
仙
台
市

の
被
災
状
況
を
調
査

横浜市会基本条例の制定に
関する調査特別委員会を設置議会改

革を

    推進
！

表面汚染を測定する
GMサーベイメーター
     （放射線測定器）

南区版

公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所長

横浜市会議員

地震・津波・原発、そして風評被害地震・津波・原発、そして風評被害

福島県南相馬市の被災状況を調査福島県南相馬市の被災状況を調査福島県南相馬市の被災状況を調査

仙台市内での造成地被害視察

津波被害を受けた農業用地と車両等

測定場所及び測定対象

市立小学校、
市立中学校

小学校：地表50ｃｍ
中学校：地表1ｍ
の空間γ(ｶﾞﾝﾏ) 線量

地表50ｃｍの空間
γ(ｶﾞﾝﾏ) 線量

地表50ｃｍの空間
γ(ｶﾞﾝﾏ) 線量

食品の放射能濃度

食品の放射能濃度

海水の放射能濃度 7月から本市で実施

実施に向けて調整中土壌等の放射能濃度

地表50ｃｍ及び
1ｍの空間γ(ｶﾞﾝﾏ)
線量

初回：6月13日(月)

6月中旬以降、
順次実施

6月中旬以降、

6月中旬以降

・市内産農産物等
　 7月上旬
・流通食品8月上旬

6月13日(月)から
3か月間（毎日）

測定内容 測定開始時期（初回測定日）

表1. 新たに開始する測定対象

①

海の公園
海水浴場沖中央

⑦

土壌・下水汚泥・
河川水・海水等

⑧

都筑区役所、
南部公園緑地事務所、
環境科学研究所
（各敷地内）

④

認可保育所②

小学校給食食材⑤

市内産農産物等
及び
市場の流通食品

⑥

公園③


